
インフルエンザの
流行時期です
　インフルエンザ
は12月から３月
頃にかけて流行し、
一般のかぜに比べ

て症状が強く、重症化することがあります。イ
ンフルエンザ脳症は、早期発見と医療の進歩で、
以前に比べ致死率は下がっていますが、回復し
ても後遺症を残すことがあり、乳幼児にとって
特に注意が必要な合併症です。
日常生活での予防を
　まずは予防対策をし、自分がかからないよう
に、また家庭に持ち込まないように気を付けま
しょう。
　基本的なことですが、手洗い・うがいをこま
めにし、人混みの中ではマスクを着用しましょ
う。また消毒用アルコールを使って、手やおも
ちゃなどを消毒することも予防につながります。

手洗いの方法
　手指に付着したウイ
ルスを流水と石けんで
洗い流します。しっか
り泡立てた石けんで、
手のひら・手の甲・指
先・爪の間・指の間・
親指・手首を丁寧に洗
いましょう。
インフルエンザワクチンを接種しましょう
　インフルエンザワクチンはウイルスの感染や発症そのもの
を完全に防げるものではありません。しかし感染した時の重
症化や合併症の発生率を下げる効果があります。乳幼児のい
る家庭では、同居の家族もワクチン接種をされることをお勧
めします。インフルエンザワクチンは高齢者以外は任意接種
扱いになりますので、費用は全額自己負担になります。生後
６か月以上13歳未満は４週間程度の間隔をあけて２回接種
を、13歳以上は１回接種をします。接種前に副反応や気にな
ることがあれば、かかりつけ医にご相談ください。体調の良
い時に接種してくださいね。
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播磨町
子育て支援センター　わくわく ニコニコの予定

　０歳児の集まり「すやすや」「よちよち」、１歳児の集まり「ぐんぐん」、
２歳児の集まり「のびのび」に参加してお友達と交流しながら、親子で一緒に
楽しい時間を過ごしましょう。

すやすや（０歳児）
平成30年４月２日～

よちよち（０歳児）
平成29年４月２日～
平成30年４月１日生

南 部
子育て支援センター

北 部
子育て支援センター

「わくわくさろん」
▶日時　12月５日（水）
10：00～11：00
（10：45受付終了）
▶申込み　不要

「ニコニコさろん」
▶日時　12月12日（水）
10：00～11：00
（10：45受付終了）
▶申込み　不要

▶持ち物　名札（お持ちの人はご持参ください）、お茶、タオル
▶対象　町内在住の人
※動きやすい服装でお越しください。
※たくさんの人に参加していただきたいので、どちらか一方の支援センターに
　参加してください。
※駐車場が少ないので、徒歩・自転車でお越しください。
※詳しくは、それぞれの支援センターへお問い合わせください。
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インフルエンザを予防しよう
▶問合せ　こども窓口☎０７９（４３５）０３６６子育て応援

すくすく
タイム

播磨町の病後児保育
ご利用は事前登録が必要です

町外の病児・病後児保育施設の
利用料を助成します

　病気の回復期にある児童を、病後児保育室で看護師
などの専門スタッフが保育します。
▶対象　利用可能な子どもは原則、次のすべてに該当
する子どもです
・町内在住で生後57日以降から小学校低学年程度の

子ども
・病気の回復途中で、医療機関で入院するほどではな

いが、安静にする必要があり、集団保育が困難な子
ども

・保護者の就労、ケガ、病気、出産、冠婚葬祭などの
ため、家庭で保育が困難な子ども

▶実施施設　播磨中央こども園（南大中1丁目5－13）
▶利用日　月～金曜日（土・日曜日、祝日及び12月29
日～1月4日は休み）
▶利用時間　8：30～18：00
▶定員　１日２人（原則、先着順。症状によっては利
用をお断りする場合があります）
▶利用料　播磨中央こども園に在籍していない子ども
は、　１日あたり300円
▶登録・問合せ　
福祉グループ☎０７９（４３５）２３６２
播磨中央こども園☎０７９（４３５）２４５５ 

▶病児・病後児保育とは
　病気の治療や回復期にあり、集団保育が困難でかつ
保護者の勤務などの都合により家庭で保育を行うこと
が難しい児童を小児科などに敷設された専用スペース
や専用施設で預かる事業です。
▶対象　次のすべてに該当する人
・町外にある病児・病後児保育事業を実施する施設で、

病児・病後児保育事業を利用した人
・実際に利用料金を支払った人のうち、施設のある市

町に住む人の利用料金とそれ以外の人の利用料金と
で利用料金に差があった人

▶助成内容　施設のある市町に住む人の利用料金とそ
れ以外の人の利用料金の差額
▶対象施設　次の病児・病後児保育施設を利用した際
の利用料の一部助成します

明石市 なかよし保育園 ☎０７８（９１７）１８６６
病児保育室ふたば ☎０７８（９４７）９７００

加古川市 病児保育室アインス ☎０７９（４２３）２５６７
▶利用方法に関する問合せ
各施設に直接お問い合わせください
▶助成制度の問合せ
福祉グループ☎０７９（４３５）２３６２
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